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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
高級脂肪酸および／またはその塩を５．０～５０質量％、
シリカを１．０～１０質量％、
ポリクオタニウム－６、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－２２、およびポリク
オタニウム－３９からなる群より選ばれる１種または２種以上のカチオン性ポリマーを０
．１～４．０質量％、および
糖アルコールを０．５～１０質量％含有する皮膚洗浄剤組成物（ただし、アクリル酸及び
／又はメタクリル酸と、アクリル酸及び／又はメタクリル酸のＣ１～Ｃ５アルキルエステ
ルとを共重合した架橋ポリマーを含有する洗浄剤組成物を除く）であって、前記シリカの
吸油量が１００ｍＬ／１００ｇ～１０００ｍＬ／１００ｇである皮膚洗浄剤組成物。
【請求項２】
前記シリカの吸油量が１２０ｍＬ／１００ｇ～８００ｍＬ／１００ｇである、請求項１記
載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項３】
キレート剤を０．０１～１．０質量％含有する、請求項１または２記載の皮膚洗浄剤組成
物。
【請求項４】
請求項１～３のいずれか一項に記載の皮膚洗浄剤組成物と容器とを備え、
前記皮膚洗浄剤組成物が前記容器内に充填されている、皮膚洗浄剤。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚の洗浄に用いられる皮膚洗浄剤組成物、および該組成物が容器内に充填
された皮膚洗浄剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　脂肪酸塩を使用した洗浄剤組成物は、皮脂汚れの洗浄力や、洗浄後のさっぱり感の良さ
から好まれているが、泡立てたときの起泡力および泡ボリュームに改善の余地があった。
そこで、脂肪酸塩を使用した洗浄剤組成物に他の界面活性剤や水溶性高分子を配合し、泡
の膜強度を上げることで、起泡力および泡ボリュームを向上させる技術が提案されている
（特許文献１、２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－４８１３９号公報
【特許文献２】特開２０１５－１９９６９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前述の方法により起泡力および泡ボリュームを向上させた洗浄剤組成物
は、当該組成物を延ばしたときに糸曳きと呼ばれる現象や、洗浄後のすすぎ落ち性能が悪
化するという問題がある。
【０００５】
　本発明は、泡立てたときの良好な起泡力および泡ボリュームを有し、かつ洗浄後のすす
ぎ落ち性能が改善された皮膚洗浄剤組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、鋭意検討した結果、脂肪酸塩を使用した洗浄剤組成物に、シリカ、カチオ
ン性ポリマーおよび糖アルコールを配合することにより、泡立てたときの起泡力および泡
ボリューム、並びに洗浄後のすすぎ落ち性能に優れた皮膚洗浄剤組成物が得られることを
見出し、本発明を完成させた。
【０００７】
　すなわち、本発明は
〔１〕高級脂肪酸および／またはその塩を５．０～５０質量％、シリカを１．０～１０質
量％、カチオン性ポリマーを０．１～４．０質量％、および糖アルコールを０．５～１０
質量％含有する皮膚洗浄剤組成物、
〔２〕高級脂肪酸および／またはその塩を５．０～５０質量％、シリカを１．０～１０質
量％、カチオン性ポリマーを０．１～２．０質量％、および糖アルコールを０．５～１０
質量％含有する、〔１〕記載の皮膚洗浄剤組成物、
〔３〕シリカの吸油量が１００ｍＬ／１００ｇ～１０００ｍＬ／１００ｇである、〔１〕
または〔２〕記載の皮膚洗浄剤組成物、
〔４〕キレート剤を０．０１～１．０質量％含有する、〔１〕～〔３〕のいずれかに記載
の皮膚洗浄剤組成物、
〔５〕〔１〕～〔４〕のいずれかに記載の皮膚洗浄剤組成物と容器とを備え、前記皮膚洗
浄剤組成物が前記容器内に充填されている、皮膚洗浄剤、に関する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、泡立てたときの良好な起泡力および泡ボリュームを有し
、かつ洗浄後のすすぎ落ち性能に優れる。また、該皮膚洗浄剤組成物は、キメの細かい良
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好な泡質を有する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本実施形態に係る皮膚洗浄剤組成物は、高級脂肪酸および／またはその塩、シリカ、カ
チオン性ポリマー、および糖アルコールを必須の成分として含有する。なお、本明細書に
おいて、「～」を用いて数値範囲を示す場合、その両端の数値を含むものとする。
【００１０】
（高級脂肪酸および／またはその塩）
　本実施形態に係る皮膚洗浄剤組成物に含まれる高級脂肪酸および／またはその塩は、皮
膚洗浄剤組成物の性状等に応じて、適宜選択して用いることができる。
【００１１】
　本明細書において「高級脂肪酸」とは、直鎖状または分枝状の、飽和または不飽和の高
級脂肪酸を意味する。該高級脂肪酸の炭素数は、皮膚洗浄剤組成物の粘性や洗浄力を確保
する観点から、１０以上が好ましく、１２以上がより好ましい。また、皮膚洗浄剤組成物
の水馴染みや高温安定性の低下を防止する観点からは、２０以下が好ましく、１８以下が
より好ましい。さらに、泡立ちや泡質をより向上させる観点から、炭素数が１２～１４の
脂肪酸を含有することが好ましい。
【００１２】
　高級脂肪酸の具体例としては、例えば、ラウリン酸、トリデシル酸、ミリスチン酸、ペ
ンタデシル酸、パルミチン酸、マルガリン酸、ステアリン酸、アラキン酸、ベヘン酸、イ
ソカプリル酸、イソペラルゴン酸、イソカプリン酸、イソウンダカン酸、イソラウリン酸
、イソトリデシル酸、イソミリスチン酸、イソペンタデシル酸、イソパルミチン酸、イソ
マルガリン酸、イソステアリン酸、イソノナデカン酸、イソアラキン酸、イソヘンエイコ
サン酸、およびイソベヘン酸等が挙げられる。高級脂肪酸の他の具体例としては、例えば
、オリーブ油、ヤシ油、パーム油、綿実油等の植物性油脂；魚油および牛脂等の動物性油
脂が挙げられる。
【００１３】
　本明細書において「高級脂肪酸塩」とは、前記の高級脂肪酸の少なくとも一部（一部ま
たは全部）をアルカリ剤でケン化または中和した化合物を意味する。高級脂肪酸塩を用い
る場合には、高級脂肪酸とアルカリ剤とから高級脂肪酸塩を得た後に、他の成分と配合し
てもよく、高級脂肪酸とアルカリ剤とを配合することで、組成物中で高級脂肪酸塩として
もよい。なお、このような高級脂肪酸塩は、高級脂肪酸石鹸とも呼ばれる。
【００１４】
　アルカリ剤は、中和剤として用いることができる。アルカリとしては、例えば、水酸化
ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等の無機アルカリ；モノエ
タノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、トリメチルアミン、トリ
エチルアミン、イソプロパノールアミン、モルホリン、アルギニン等の有機アルカリが挙
げられる。入手が容易であり、かつ取り扱い性に優れる観点からは、水酸化ナトリウム、
水酸化カリウム、およびトリエタノールアミンが好ましい。
【００１５】
　高級脂肪酸および／またはその塩は、泡立ちをより一層良好にする観点から、直鎖状の
高級脂肪酸および／またはその塩を含むことが好ましい。一方、起泡性および組成物の安
定性をより一層高める観点からは、分岐状の高級脂肪酸および／またはその塩を含んでい
てもよい。
【００１６】
　高級脂肪酸および／またはその塩は、洗浄力をより一層高め、組成物の安定性もより一
層高め、組成物中でのシリカの分散状態をもより一層良好に維持する観点からは、ラウリ
ン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリンおよびそれらの塩からなる群から選ばれ
る１種以上を含むことが好ましく、ラウリン酸、ミリスチン酸、およびそれらの塩からな
る群から選ばれる１種以上を含むことがより好ましい。
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【００１７】
　前記で列挙された高級脂肪酸および／またはその塩は、１種単独で用いてもよく、２種
以上を併用してもよい。高級脂肪酸および／またはその塩としては、高級脂肪酸のみを含
んでいてもよく、高級脂肪酸塩のみを含んでいてもよく、高級脂肪酸と高級脂肪酸塩の双
方を含んでいてもよい。
【００１８】
　皮膚洗浄剤組成物１００質量％中の高級脂肪酸および／またはその塩の含有量（高級脂
肪酸と高級脂肪酸塩との合計の含有量）は、洗浄力、泡立ち、泡質、および粘度を確保す
る観点から、５．０質量％以上が好ましく、８．０質量％以上がより好ましく、１０質量
％以上がさらに好ましい。また、肌荒れや水馴染みの低下を防止する観点からは、５０質
量％以下が好ましく、４５質量％以下がより好ましく、４０質量％以下がさらに好ましい
。
【００１９】
　（シリカ）
　本実施形態においては、公知慣用のシリカ（無水ケイ酸）を用いることができる。シリ
カは、疎水化処理されていない無水ケイ酸（親水性のシリカ）であってもよく、疎水化無
水ケイ酸であってもよい。また、アミノ酸、エステルまたはレシチン等で表面処理された
シリカであってもよい。また、シリカは、所謂、易崩壊性シリカ粒子であってもよい。
【００２０】
　シリカの平均粒径は、泡立ちの観点から、０．１μｍ以上が好ましく、０．５μｍ以上
がより好ましく、１．０μｍ以上がさらに好ましい。また、使用時のシリカによるざらつ
き感を抑制できるという観点からは、５０μｍ以下が好ましく、３０μｍ以下がより好ま
しく、１０μｍ以下がさらに好ましい。
【００２１】
　なお、本明細書におけるシリカの平均粒径（平均１次粒径）は、体積平均粒径である。
上記平均粒径は、レーザー光回折による粒度分布測定装置を用いて測定可能である。粒度
分布測定装置としては、（株）堀場製作所製「ＬＡ－９２０」等が挙げられる。
【００２２】
　シリカの形状は特に限定されないが、泡立ちがより一層向上するという観点、洗浄後の
肌にさらさら感を付与できるという観点から、球状であることが好ましい。
【００２３】
　シリカは多孔質であることが好ましい。シリカが多孔質であることによって、泡立ちが
より一層向上し、さらに、洗浄後の肌にさらさら感を付与することができる。また、複数
の孔内に、皮膚上の外的な汚れ、皮膚内部から生じる皮脂、汗、および老廃角質を効果的
に吸着させることができる。
【００２４】
　シリカの吸油量は、泡立ちの観点から、１００ｍＬ／１００ｇ以上が好ましく、１２０
ｍＬ／１００ｇ以上がより好ましく、１４０ｍＬ／１００ｇ以上がさらに好ましい。上限
は特に限定されないが、１０００ｍＬ／１００ｇが好ましく、８００ｍＬ／１００ｇ以下
がより好ましく、７００ｍＬ／１００ｇ以下がさらに好ましく、５００ｍＬ／１００ｇ以
下が特に好ましい。なお、本明細書におけるシリカの吸油量は、ＪＩＳ　Ｋ　５１０１に
記載の方法に準拠して測定される。
【００２５】
　シリカの市販品としては、例えば、無水ケイ酸である富士シリシア化学（株）製、商品
名「サイリシア　３２０」、商品名「サイリシア　３１０Ｐ」、商品名「サイリシア　２
５０」、商品名「サイリシア　２５０Ｎ」、商品名「サイリシア　３５０」、商品名「サ
イリシア　３７０」、商品名「サイリシア　３８０」、商品名「サイリシア　４２０」、
商品名「サイリシア　４３０」、商品名「サイリシア　４４０」、商品名「サイリシア　
４５０」および商品名「サイリシア　４７０」；無水ケイ酸である日本アエロジル（株）
製、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　５０」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　９０Ｇ」、商品名「Ａ
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ＥＲＯＳＩＬ　１３０」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　１５０」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ
　２００」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　３００」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　３８０」、
商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　２００Ｖ」および商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　ＯＸ５０」；無水
ケイ酸であるＡＧＣエスアイテック（株）製、商品名「サンスフェアＨ－３１」、商品名
「サンスフェアＨ－５１」、商品名「サンスフェアＨ－１２１」、商品名「サンスフェア
Ｈ－２０１」、商品名「サンスフェアＨ－３２」、商品名「サンスフェアＨ－５２」、商
品名「サンスフェアＨ－１２２」、商品名「サンスフェアＨ－３３」および商品名「サン
スフェアＨ－５３」等；ジメチルシロキシル化無水ケイ酸である日本アエロジル（株）製
、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　Ｒ９７２」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　Ｒ９７４」および商
品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　Ｒ９２００」；トリメチルシロキシル化無水ケイ酸である日本ア
エロジル（株）製、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　ＲＸ２００」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　
Ｒ８２００」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　ＲＸ３００」および商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　
Ｒ８１２Ｓ」；オクチルシロキシル化無水ケイ酸である日本アエロジル（株）製、商品名
「ＡＥＲＯＳＩＬ　Ｒ８０５」；シリコーンオイル処理無水ケイ酸である日本アエロジル
（株）製、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　Ｒ２０２」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　ＲＹ２００
」、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　ＲＹ２００Ｓ」および商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　ＲＹ３０
０」；シリコーンコーティング処理無水ケイ酸であるＡＧＣエスアイテック（株）製、商
品名「サンスフェア　Ｈ－５２－ＥＴ」；メタクリルシロキシル化無水ケイ酸である日本
アエロジル（株）製、商品名「ＡＥＲＯＳＩＬ　Ｒ７１１」；上記昜崩壊性シリカである
三好化成（株）製、商品名「シリカビーズＳＢ－７０５」、鈴木油脂工業（株）製、商品
名「ゴッドボールＳＦ－１６Ｃ」、商品名「ゴッドボールＡＦ－６Ｃ」および商品名「ゴ
ッドボールＡＦ－１６Ｃ」等が挙げられる。
【００２６】
　前記で列挙されたシリカは、１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２７】
　皮膚洗浄剤組成物１００質量％中のシリカの含有量は、泡立ちの観点から、１．０質量
％以上が好ましく、１．５質量％以上がより好ましく、２．０質量％以上がさらに好まし
い。また、皮膚洗浄剤が固くなり使用感が低下することを防止する観点からは、１０質量
％以下が好ましく、９．０質量％以下がより好ましく、８．０質量％以下がさらに好まし
い。
【００２８】
（カチオン性ポリマー）
　本実施形態において使用可能なカチオン性ポリマーとしては、特に制限はなく、目的に
応じて適宜選択することができ、例えば、カチオン化セルロース、カチオン化セルロース
誘導体、カチオン化澱粉、カチオン化グアーガム、カチオン化グアーガム誘導体、ジアリ
ル四級アンモニウム塩のホモポリマー、四級化ポリビニルピロリドン誘導体、ポリグリコ
ールポリアミン縮合物、ジアルキルジアリルアンモニウム塩／アクリルアミド共重合体、
ビニルイミダゾリウムトリクロライド／ビニルピロリドン共重合体、ヒドロキシエチルセ
ルロース／ジメチルジアリルアンモニウムクロライド共重合体、ビニルピロリドン／四級
化ジメチルアミノエチルメタクリレート共重合体、ポリビニルピロリドン／アルキルアミ
ノアクリレート共重合体、ポリビニルピロリドン／アルキルアミノアクリレート／ビニル
カプロラクタム共重合体、ビニルピロリドン／メタクリルアミドプロピル塩化トリメチル
アンモニウム共重合体、アルキルアクリルアミド／アクリレート／アルキルアミノアルキ
ルアクリルアミド／ポリエチレングリコールメタクリレート共重合体等が挙げられる。こ
れらは、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。なかでも、前記無水
ケイ酸が均一に再分散され、その凝集を抑制することができ、目詰りの点で、ジメチルジ
アリルアンモニウムクロライドの重合体、ジメチルジアリルアンモニウムクロライド／ア
クリルアミド共重合体、アクリル酸／塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体、アク
リル酸／塩化ジメチルジアリルアンモニウム/アクリルアミド共重合体が好ましい。
【００２９】
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　カチオン性ポリマーとしては、適宜合成したものを使用してもよいし、市販品を使用し
てもよい。市販品としては、例えば、Ｍｅｒｑｕａｔ　１０（表示名称「ポリクオタニウ
ム－１０」、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ社製）等のカチオン化セルロース；Ｍｅｒｑｕａｔ　１０
０、Ｍｅｒｑｕａｔ　１０６（いずれも、表示名称「ポリクオタニウム－６」、Ｌｕｂｒ
ｉｚｏｌ社製）等のジメチルジアリルアンモニウムクロライドの重合体；Ｍｅｒｑｕａｔ
　５５０ＰＲ、Ｍｅｒｑｕａｔ　Ｓ、Ｍｅｒｑｕａｔ　２２００、Ｍｅｒｑｕａｔ　７４
０（いずれも、表示名称「ポリクオタニウム－７」、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ社製）等のジメチ
ルジアリルアンモニウムクロライド／アクリルアミド共重合体；Ｍｅｒｑｕａｔ　２８０
、Ｍｅｒｑｕａｔ　２８１、Ｍｅｒｑｕａｔ　２９５（いずれも、表示名称「ポリクオタ
ニウム－２２」、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ社製）等のアクリル酸／塩化ジメチルジアリルアンモ
ニウム共重合体；Ｍｅｒｑｕａｔ　ＰＬＵＳ　３３３０（表示名称「ポリクオタニウム－
３９」、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ社製）等のアクリル酸／塩化ジメチルジアリルアンモニウム／
アクリルアミド共重合体等が挙げられる。なかでも、「ポリクオタニウム－６」（ジメチ
ルジアリルアンモニウムクロライドの重合体」、「ポリクオタニウム－７」（ジメチルジ
アリルアンモニウムクロライド／アクリルアミド共重合体）、および「ポリクオタニウム
－２２」（アクリル酸／塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体）からなる群から選
ばれる１種以上が好ましい。
【００３０】
　前記で列挙されたカチオン性ポリマーは、１種単独で用いてもよく、２種以上を併用し
てもよい。
【００３１】
　皮膚洗浄剤組成物１００質量％中のカチオン性ポリマーの含有量は、泡立ちの観点から
、０．１質量％以上が好ましく、０．２質量％以上がより好ましく、０．３質量％以上が
さらに好ましい。また、該含有量は、４．０質量％以下が好ましく、２．０質量％以下が
より好ましく、１．８質量％以下がさらに好ましく、１．６質量％以下が特に好ましい。
該含有量が２．０質量％を超えると、皮膚洗浄剤に曳糸性が生じ、吐出時の切れが悪くな
り、使用感が低下するおそれがある。また、洗浄後のすすぎ落ち性能が低下する傾向があ
る。
【００３２】
（糖アルコール）
　本実施形態において使用可能な糖アルコールとしては、例えば、マルチトール、ソルビ
トール、リビトール、マンニトール、アラビトール、ガラクチトール、キシリトール、エ
リトリトール、およびイノシトール等が挙げられ、マルチトール、ソルビトール、キシリ
トールからなる群から選ばれる１種以上が好ましい。これらの糖アルコールは、１種単独
で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００３３】
　皮膚洗浄剤組成物１００質量％中の糖アルコールの含有量は、泡立ちの観点から、０．
５質量％以上が好ましく、１．０質量％以上がより好ましく、１．５質量％以上がさらに
好ましい。また、皮膚洗浄剤が固くなり使用感が低下することを防止する観点からは、１
０質量％以下が好ましく、９．０質量％以下がより好ましく、８．０質量％以下がさらに
好ましい。
【００３４】
（その他の成分）
　本実施形態に係る皮膚洗浄剤組成物は、上述した成分に加えて、キレート剤、多価アル
コール、界面活性剤、酸化防止剤、増粘剤、清涼剤、シリコーン類、ビタミン類、動植物
エキス、抗炎症剤、粉体類、パール化剤、着色剤、各種香料、防腐剤、殺菌剤、ｐＨ調整
剤、および溶剤等を配合してもよい。
【００３５】
　キレート剤は、泡立ちや泡質をより一層向上させることを目的として配合することがで
きる。キレート剤としては、例えば、エデト酸、ニトリロ三酢酸、ヒドロキシエチルエチ
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レンジアミン三酢酸、ジエチレントリアミン五酢酸、トリエチレンテトラミン六酢酸、シ
クロヘキサンジアミン五酢酸、グリシン、セリン、アラニン、リジン、シスチン、チロシ
ン、メチオニン、アスコルビン酸、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸、乳酸、シュウ酸、マロ
ン酸、マレイン酸、エリソルビン酸、コハク酸、フマル酸、ピルビン酸、サリチル酸、ポ
リアクリル酸、ポリマレイン酸、ピロリン酸塩、トリポリリン酸、ポリリン酸、およびオ
ルトリン酸、並びにこれらの塩等が挙げられ、エデト酸およびその塩が好適に用いられる
。
【００３６】
　キレート剤を配合する場合の皮膚洗浄剤組成物１００質量％中のキレート剤の含有量は
、キレート剤を配合することによる効果が充分に得られるという観点から、０．０１質量
％以上が好ましく、０．０３質量％以上がより好ましく、０．０５質量％以上がさらに好
ましい。上限は特に限定されないが、１．０質量％以下が好ましく、０．３質量％以下が
より好ましく、０．２質量％以下がさらに好ましく、０．１質量％以下が特に好ましい。
【００３７】
　多価アルコールとしては、化粧品原料として用いられている公知の保湿剤を使用するこ
とができる。多価アルコールの具体例としては、例えば、グリセリン、濃グリセリン、ジ
グリセリン、ポリグリセリン、エチレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレ
ングリコール、ジプロピレングリコール、１，３－ブチレングリコール、１，２－ペンタ
ンジオール、１，２－ヘキサンジオール、および１，２－オクタンジオール等が挙げられ
る。多価アルコールを使用することにより、洗浄後の保湿性がより一層高くなる。前記の
多価アルコールは、１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００３８】
　界面活性剤としては、例えば、ラウリン酸アシルメチルタウリン塩、ポリオキシエチレ
ン酢酸エーテル塩、アルキルアシルグルタミン酸塩、アルキルアシルグリシン塩、アルキ
ルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルリン酸塩酸等のアニオン界面活性剤；塩化ジス
テアリルジメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリ
ルジメチルベンジルアンモニウム等のカチオン界面活性剤；アルキルアミドプロピルベタ
イン、アルキルアミノ酢酸ベタイン、アルキルイミダゾリウムベタイン、アルキルヒドロ
キシエチルベタイン等の両性界面活性剤；モノステアリン酸ポリエチレングリコール、ジ
ステアリン酸ポリエチレングリコール、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエ
チレンソルビタンエステル、モノステアリン酸グリセリン、ポリオキシエチレンコレステ
ロールエーテル、ポリオキシエチレンフィトステロールエーテル等の非イオン界面活性剤
等が挙げられる。
【００３９】
　酸化防止剤としては、例えば、ジブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソ
ール、没食子酸プロピル、没食子酸オクチル、α－トコフェロール、β－トコフェロール
、γ－トコフェロール、δ－トコフェロール、天然ビタミンＥ、エリソルビン酸、オルト
トリルビグアナイド、チオジプロピオン酸ジラウリル、パラヒドロキシアニソール、およ
びフィチン酸等が挙げられる。
【００４０】
　増粘剤としては、例えば、アラビアガム、トラガントガム、グアガム、ローカストビー
ンガム、カラヤガム、アイリスモス、クインスシード、ゼラチン、セラック、ロジン、お
よびカゼイン等の天然高分子化合物；カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセ
ルロース、メチルセルロース、エチルセルロース、アルギン酸ナトリウム、エステルガム
、ニトロセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、結晶セルロース等の半合成高分子
化合物；ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリル酸ナトリウム、カ
ルボキシビニルポリマー、ポリビニルメチルセルロース、ポリアミド樹脂等の合成高分子
化合物等が挙げられる。
【００４１】
　清涼剤としては、例えば、ｌ－メントール、カンファ、およびｌ－メンチルグリセリル
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エーテル等が挙げられる。
【００４２】
　溶剤としては、例えば、水や、エタノール等のアルコール類が挙げられる。
【００４３】
　本実施形態において使用する水としては、例えば、イオン交換水、限外濾過水、逆浸透
水、蒸留水等の純水、超純水等が挙げられる。
【００４４】
　本実施形態に係る水の含有量は、特に制限されず、高級脂肪酸および／またはその塩、
シリカ、カチオン性ポリマー、糖アルコールおよびその他の成分を除いた残部を、その含
有量とすることができる。皮膚洗浄剤組成物１００質量％中の水の含有量は、特に限定さ
れないが、３０．０～９０．０質量％が好ましく、３５．０～８５．０質量％がより好ま
しく、４０．０～８０．０質量％がさらに好ましく、４５．０～７５．０質量％が特に好
ましい。
【００４５】
（皮膚洗浄剤組成物の他の詳細）
　本実施形態に係る皮膚洗浄剤組成物の性状としては、例えば、液状、ペースト状、ジェ
ル状、クリーム状、および泡状等が挙げられる。なかでも、経時的な保管安定性に優れる
という観点から、ペースト状またはクリーム状であることが好ましい。
【００４６】
　本実施形態に係る皮膚洗浄剤組成物の用途としては、例えば、固形石鹸、ボディーシャ
ンプー、ハンドソープ、および洗顔料等が挙げられるが、泡立てたときの良好な起泡力お
よび泡ボリュームを有し、かつ洗浄後のすすぎ落ち性能に優れ、さらにはキメの細かい良
好な泡質を有することから、洗顔料として使用することが好ましい。洗顔料としては、例
えば、洗顔液、洗顔フォーム、および洗顔クリーム等が挙げられる。
【００４７】
（皮膚洗浄剤）
　本実施形態に係る皮膚洗浄剤は、容器と、該容器内に充填されている前記の皮膚洗浄剤
組成物とを備える。
【００４８】
　容器としては、例えば、ポンプ容器、エアゾール容器、およびチューブ容器等が挙げら
れ、チューブ容器が好ましい。
【実施例】
【００４９】
　以下、本発明を実施例に基づいてさらに詳細に説明するが、本発明はこれら実施例にの
み限定されるものではない。なお、配合量は、特記しない限り、有効成分の配合量であり
、「質量％」で表す。
【００５０】
　以下、実施例および比較例において用いた各種材料をまとめて示す。
脂肪酸１：オレオソリューションズ社製のＥｄｅｎｏｒ　Ｃ１２－９９　ＭＹ（ラウリン
酸）
脂肪酸２：オレオソリューションズ社製のＥｄｅｎｏｒ　Ｃ１４－９９　ＭＹ（ミリスチ
ン酸）
脂肪酸３：オレオソリューションズ社製のＥｄｅｎｏｒ　Ｃ１６－９８　ＭＹ（パルミチ
ン酸）
脂肪酸４：オレオソリューションズ社製のＥｄｅｎｏｒ　Ｃ１８－９８　ＭＹ（ステアリ
ン酸）
シリカ１：ＡＧＣエスアイテック（株）製のサンスフェアＨ－５１（平均粒径：５．０μ
ｍ、吸油量：１５０ｍＬ／１００ｇ）
シリカ２：ＡＧＣエスアイテック（株）製のサンスフェアＨ－５２（平均粒径：５．０μ
ｍ、吸油量：３００ｍＬ／１００ｇ）
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０μｍ、吸油量：１５０ｍＬ／１００ｇ）
カチオン性ポリマー：Ｌｕｂｒｉｚｏｌ社製のＭｅｒｑｕａｔ　５５０ＰＲ（表示名称「
ポリクオタニウム－７」、ジメチルジアリルアンモニウムクロライド／アクリルアミド共
重合体）
キレート剤：アクゾノーベル（株）製のディゾルビンＮＡ－Ｘ（エデト酸四ナトリウム四
水塩）
【００５１】
（実施例１～５および比較例１～４）
　表１に示した組成（配合量）に従い、各成分を混合し、皮膚洗浄剤組成物を調製した。
得られた皮膚洗浄剤組成物について、下記評価を行った。
【００５２】
（１）起泡力、泡質、および泡ボリューム
　各皮膚洗浄剤組成物約１．５ｇを掌にのせ、５ｇの水を加えて両手で擦り合わせて泡立
てた。泡立てた際の起泡力、泡質、および泡ボリュームを評価した。なお、評価は、専門
評価員３名により、２５℃、湿度５０％ＲＨの恒温恒湿の条件下で実施し、協議により下
記の基準で評価した。
【００５３】
〔起泡力の評価基準〕
３：起泡力に非常に優れる
２：起泡力に優れるが、３には劣る
１：起泡力が低い
【００５４】
〔泡質の評価基準〕
３：泡が非常にキメ細かい
２：泡がキメ細かいが、３には劣る
１：泡のキメが粗い
【００５５】
〔泡ボリュームの評価基準〕
３：泡の嵩が非常に高い
２：泡の嵩が高いが、３には劣る
１：泡の嵩が低い
【００５６】
（２）洗浄後のすすぎ性
　各皮膚洗浄剤組成物約１．５ｇを掌にのせ、５ｇの水を加えて両手で擦り合わせて泡立
て、この泡を用いて洗顔を行った。その後、温水で洗浄剤組成物を洗い流し、すすぎ性を
評価した。なお、評価は、専門評価員３名により、２５℃、湿度５０％ＲＨの恒温恒湿の
条件下で実施し、協議により下記の基準で評価した。
【００５７】
〔洗浄後のすすぎ性の評価基準〕
３：すすぎ性に非常に優れる
２：すすぎ性に優れるが、３には劣る
１：すすぎ性が低い
【００５８】
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【表１】

【００５９】
　表１の結果より、本実施形態に係る皮膚洗浄剤組成物は、良好な起泡力、泡質、泡ボリ
ューム、および洗浄後のすすぎ落ち性能を有することがわかる。
【００６０】
処方例１
ラウリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０質量％
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０質量％
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０質量％
シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０質量％
マーコート５５０ＰＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１質量％
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５質量％
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０質量％
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　０．０５質量％
ｌ－メントール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５質量％
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２質量％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
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【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、起泡力、泡質、泡ボリューム、および洗浄後のすすぎ落
ち性能が良好な皮膚洗浄剤組成物として利用できる。
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